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昭和 12 年学会は、「学問の縦割り」を打破し、分野を超えた学者が集い自由に学問をできる

場を作ろう」ということで、「昭和 12 年に関する学問」を軸に、研究・発信する会として発足

しました。そしてこれまで、日本史・東洋史・西洋史のみならず、政治学・軍事学・地政学・

郵便学等々、様々な分野の学問分野の専門家にご発表をいただいてきました。 

その成果は、３度の大会、『昭和 12 年研究』、『世界史の中の 1937 年』（藤原書店）として

結実しています。 

昨年の大会は、「昭和 12 年に関する研究」にかかわらず分野を広げるために、「支那事変と

ウクライナ紛争」と題して、昭和 12 年以外の専門家の先生方にもご登壇いただきました。 

今回の研究発表大会は、当会発足当初の目的である「学問の縦割り」を乗り越えるだけでな

く、「横割り」をも乗り越え、真の目的である「分野を超えた学者が集い自由に学問をできる

場」として発展させるために「歴史学の縦断と横断」として、三人の先生にご登壇いただき、

じっくりとお話を聞く場を設けたいと思います。 

このような壮大な目的で今年の大会のご登壇をお願いしましたのは、日本中世史の今谷明先

生、東洋近世史の杉山清彦先生、西洋近現代史の柳原伸洋先生です。いずれも、今回の趣旨に

ふさわしい先生方であると自信を持って、会員の皆様にご紹介できます。先生方のおかげで、

日本史・東洋史・西洋史の空間軸のみならず中世・近世・近現代の時間軸の両方を取り払った

大会をお届けできます。「歴史学の縦断と横断」と題する所以です。 

今谷明先生は、言うまでもなく、日本中世史の泰斗。政府の皇室に関する有識者会議に 3 度

も招かれ、その見識は、学問の素晴らしさはもちろん、現実政治にも影響を及ぼされている方

です。今回は、その知見の前提となる学問的世界として「後花園天皇と伏見宮家」と題し、ご

講演をお願いいたします。時空を超えた歴史学の壮大さを堪能していただければと思います。 

杉山清彦先生は、故岡田英弘先生が生前に「自らの学問的後継者」と指名されたほどの学者

です。当会理事でもありますが、これまでの枠組みではご登壇をお願いできませんでした。し

かし、「昭和 12 年」という時間軸の拘束を取り払うことで、その見識をご披露いただくことが

できます。ご専門は清・満洲ですが、幅広い知識で多くの国・地域・民族との比較もなされて

おります。今回は最もご専門の清の「八旗」と日本の武士の比較をお話しいただきます。 

柳原伸洋先生は、新進気鋭のドイツ研究者。サブカルチャーの分野でも著名な方です。もち

ろんドイツを専門として、その隣接分野が幅広いからこそ、他分野に発信できます。今回は「20

世紀の空襲を縦と横で考える」と題し、ご専門であるドイツの空襲・防空という限定された視

覚を通し、「国民」「民族」という大きなテーマに挑んでいただきます。歴史学では「大きなこ

とを語る為には、小さなことを緻密に」と言われますが、その実践をお願いいたしました。 

当学会は発足当初より常に意欲的な試みを続けてきましたが、今年はさらに発展、自ら決め

た枠をも打破し、真の学問とは何かを実践する会への脱皮の大会としたいと思います。 

昭和 12 年学会大会準備委員長 倉山満 


